
詩	狭石啓子＆後藤雅裕　曲	後藤雅裕
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なぜなら日々平穏に暮らしている市民を引きずり込まなければ戦争は始められないからなのです。

私たちは知っています。戦争がどこで起きるかを、戦争はわたしたちの日常に潜んでいます。
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むしろそんな日が圧倒的です。それでもわたしは、空が真っ赤に染まり上がるその時を求めて歩きます。

暮れ馴染む夕焼けがいつも赤く染め上がることはありません。曇った雨降りでは夕焼けがないのです。
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